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遠
軽
町
は
大
雪
山
の
源
よ

り
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
中
央
部
湧

別
町
に
流
れ
る
湧
別
川
の

中
流
域
に
あ
り
ま
す
。
平
成

十
七
年
十
月
市
町
村
合
併
で

（
白
滝
村
・
丸
瀬
布
町
・
生
田

原
町
・
遠
軽
町
）
四
町
村
が

合
併
し
て
人
口
２
０
０
０
０

人
、
面
積
１
３
，
０
３
２
．

４
５
ｋ
㎡
の
新
し
い
遠
軽
町

が
誕
生
し
ま
し
た
。
全
国
の

市
町
村
の
面
積
規
模
で
は
第

八
番
・
北
海
道
内
町
村
規
模

で
は
、
足
寄
町
に
次
い
で
二

番
目
の
広
大
な
面
積
規
模
の

遠
軽
町
で
す
。
Ｊ
Ｒ
石
北
線

（
札
幌
発
～
遠
軽
～
網
走
着
）

の
経
由
地
で
、
こ
の
遠
軽
町

を
通
過
す
る
Ｊ
Ｒ
特
別
急
行

列
車
は
、白
滝
駅
、丸
瀬
布
駅
、

遠
軽
駅
、
生
田
原
駅
の
四
ヶ

所
に
停
車
す
る
町
で
す
。

白
滝
は
湧
別
川
の
上
流
域

で
、
日
本
最
大
の
黒
曜
石
産

地
で
す
。
黒
曜
石
は
火
山
が

生
み
出
し
た
天
然
ガ
ラ
ス
で
、

先
史
時
代
に
は
槍
や
ナ
イ
フ
、

矢
じ
り
な
ど
の
原
石
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

白
滝
地
域
に
は
、
凡
そ

二
万
五
千
年
前
、

先
土
器
時
代
（
旧

石
器
時
代
）
の
遺

跡
が
九
十
箇
所
余

り
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の

遺
跡
の
上
を
高
規

格
道
路
が
開
設
さ

れ
る
に
あ
た
り
、

北
海
道
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
は
地
元
遠
軽
町

の
協
力
を
得
て
、
遺
跡
の
発

掘
調
査
を
平
成
七
年
よ
り
平

成
二
十
年
ま
で
の
十
四
年
間

で
二
十
二
箇
所
の
遺
跡
発
掘

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
発
掘

調
査
で
、
七
六
〇
万
点
、
総

重
量
で
は
三
万
ト
ン
に
及
ぶ

資
料
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
き
な
黒
曜
石
が
手

に
入
り
易
い
環
境
だ
っ
た
こ

と
か
ら
、
他
の
遺
跡
で
は
見

る
こ
と
の
出
来
な
い
大
型
石

器
も
出
土
し
ま
し
た
。

文
化
庁
は
こ
の
遺
跡
群
を

「
北
海
道
白
滝
遺
跡
群
」
と
称

し
、
う
ち
七
遺
跡
は
国
指
定

史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

発
掘
さ
れ
た
資
料
の
多
く
は

黒
曜
石
で
、
こ
の
う
ち
１
，

８
５
８
点
が
北
海
道
の
旧
石

器
時
代
を
代
表
す
る
資
料
と

し
て
重
要
文
化
財
「
北
海
道

白
滝
遺
跡
群
出
土
品
」
と
し

て
指
定
を
受
け
、
白
滝
埋
蔵

文
化
セ
ン
タ
ー
に
石
器
の

数
々
を
展
示
公
開
し
て
い
ま

す
。現

在
遠
軽
町
で
は
、
地
質

学
・
考
古
学
的
に
も
重
要
な

自
然
遺
産
を
、
研
究
や
教
育
、

観
光
に
活
用
す
る
た
め
、
ユ

ネ
ス
コ
の
正
式
事
業
で
あ
る

ジ
オ
パ
ー
ク
に
取
り
組
み
、

平
成
二
十
二
年
に
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
「
自

然
と
文
化
の
融
合
」
を
テ
ー

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　

大
分
県
大
分
支
部

福
祉
施
設
を
芸
能
慰
問

三
月
二
十
三
日
、
松
井
猛

支
部
長
を
は
じ
め
、
帆
玉
澄

子
芸
能
奉
仕
班
長
、
佐
藤
満

洋
、
立
川
寿
両
副
支
部
長
ほ

か
、
十
六
人
が
大
分
市
高
尾

の
「
あ
け
の
メ
デ
ィ
カ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
デ
イ
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
」
で
、
芸
能
奉
仕
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

舞
台
は
、
会
員
田
仲
満
紀

子
さ
ん
の
司
会
で
、
松
井
猛

支
部
長
の
民
謡
「
海
舟
・
龍

馬
豊
後
路
を
ゆ
く
」
で
開
幕
。

続
い
て
会
員
の
民
謡
吟

「
関
の
鯛
つ
り
唄
」、
歌
謡
吟

「
静
の
舞
」、
鼻
歌
に
よ
る
童

謡
「
七
ツ
の
子
」「
ふ
る
さ

と
」、舞
踊
、「
お
て
も
や
ん
」、

詩
吟「
長
寿
賛
歌
」、舞
踊「
望

郷
子
守
唄
」、
短
歌
吟
「
シ
ャ

ン
シ
ャ
ン
馬
道
中
」「
ひ
え

つ
き
節
」「
め
じ
ろ
ん
音
頭
」

な
ど
で
、
三
味
線
・
尺
八
・

太
鼓
の
伴
奏
で
約
一
時
間
、

楽
し
ん
で
貰
い
ま
し
た
。

幕
開
け
の
民
謡
「
海
舟
・

龍
馬
￤
」
は
、
松
井
猛
支
部

長
の
作
詞
作
曲
で
、
幕
末
に

英
・
仏
・
蘭
・
米
四
ヵ
国
艦

隊
に
よ
る
長
州
砲
撃
を
中
止

さ
せ
る
た
め
、
勝
海
舟
が
坂

お

知
　ら

せ

▽
定
時
総
会

〈
日
時
〉

 

六
月
二
十
一
日
（
金
）

　
　
　

十
三
時
～
十
四
時

〈
場
所
〉

  

東
京
都
新
宿
区

  

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷

善
行
川
柳	

選
者	

東　
　

逸
平

○

可
愛
い
背
に

　未
来
い
っ
ぱ
い

　ラ
ン
ド
セ
ル

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
良
い
で
す
ね
。《
可
愛
い
背
に
》
が
利
い
て
い
ま
す
ね
。

○

遅
れ
来
た

　配
達
員
を

　思
い
や
り

東
京
都

神
鳥
谷
知
己

評
／
こ
の
思
い
や
り
が
善
行
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
よ
。

　と
て
も
良
い
で
す
。

○

迷
い
鳥

　雲
一
つ
な
い

　青
空
に静

岡
県

真
野

　和
代

評
／
作
者
の
心
に
迷
い
鳥
が
飛
ん
だ
。

　雲
一
つ
な
い
青
空
に
か
き
消
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
。

○

ぼ
ち
ぼ
ち
と

　健
康
維
持
の

　散
歩
道

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
《
ゆ
っ
く
り

　歩
き
ま
し
ょ
う

　人
生
は
》

　作
者
は
、
ひ
と
り
で
12
篇
の
投
稿
作
品
の
中
よ
り
選
び
ま
し
た
。

　い
ず
れ
も
力
作
揃
い
で
し
た
。

マ
ー
に
活
動
を
し
て
い
ま

す
。遠

軽
町
白
滝
総
合
支
所
に

併
設
の
白
滝
ジ
オ
パ
ー
ク
交

流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
黒
曜
石

の
成
り
立
ち
を
映
像
や
資
料

で
紹
介
。
ま
た
、
埋
蔵
文
化

セ
ン
タ
ー
で
は
、
黒
曜
石
を

使
用
し
て
の
石
器
作
り
や
ア

ク
セ
サ
リ
ー
作
り
等
様
々
な

体
験
を
楽
し
ん
で
頂
け
ま
す
。

是
非
一
度
お
越
し
く
だ
さ
い
。

注
釈　
「
旧
石
器
」「
先
土

器
」
時
代
と
は
、
土
器
文
化

が
発
生
す
る
以
前
の
時
代
で
、

「
先
縄
文
文
化
」
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

（
２
５
，
０
０
０
年
前
～

１
０
，
０
０
０
年
前
ま
で
）

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

北
海
道
遠
紋
地
区
支
部

旧
石
器
時
代
の
黒
曜
石

製
大
型
石
器
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

石
器
作
り
に
挑
戦
し
て

み
て
は
如
何
で
す
か

■
訂
正
と
お
詫
び

四
月
号
三
面
の
支
部

だ
よ
り
の
兵
庫
県
支
部

の
文
中
で
、
末
松
伸
介

参
議
院
議
員
と
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
正

し
く
は
、
末
松
信
介
参

議
院
議
員
で
す
。

末
松
信
介
議
員
様
に

は
深
く
お
詫
び
を
申
し

上
げ
関
係
者
の
皆
様
に

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま

し
た
事
を
訂
正
を
し
重

ね
て
お
詫
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

本
龍
馬
を
伴
っ
て
長
崎
に
急

行
し
た
こ
と
を
題
材
と
し
た

民
謡
。
詩
吟
「
長
寿
賛
歌
」

は
人
生
百
歳
時
代
を
詠
っ
た

漢
詩
で
、
佐
藤
満
洋
副
支
部

長
の
作
詞
。
共
に
同
セ
ン

タ
ー
の
方
々
に
口
ず
さ
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。

継
続
こ
そ
大
切

　

岩
手
県
奥
州
市

髙
橋　

睦
夫

こ
の
度
、
善
行
特
別
表
彰

銀
章
受
賞
の
栄
に
浴
し
、
大

変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

小
生
は
、
今
か
ら
四
十
年

前
に
創
作
「
佐
野
太
鼓
」
を

創
設
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
一
環
と
し
て
集
落
の
小
学

生
全
員
（
現
在
十
人
）
と
青

年
有
志
に
よ
り
活
動
を
続
け

て
参
り
ま
し
た
。

平
成
五
年
に
「
銅
章
」
を

受
賞
以
来
「
善
行
会
」
と
の

ご
縁
を
頂
き
今
日
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
太
鼓
活
動
の
継

続
に
よ
り
県
内
、
東
北
そ
し

て
全
国
の
太
鼓
仲
間
と
の
交

流
、
姉
妹
都
市
交
流
や
市
の

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
の

機
会
を
頂
い
て
お
り
ま
す
と

と
も
に
、
太
鼓
以
外
の
芸
能

団
体
と
の
交
流
も
深
ま
り
、

創
設
そ
し
て
今
日
ま
で
継
続

で
き
た
こ
と
に
、
お
世
話
に

な
っ
た
す
べ
て
の
方
々
に
感

謝
申
し
上
げ
た
い
。

明
治
神
宮
で
の
表
彰
式
は
、

厳
か
に
格
調
高
く
挙
行
さ
れ
、

身
の
ひ
き
締
ま
る
思
い
と
、

今
後
と
も
新
た
な
善
行
行
為

者
の
発
掘
、
善
行
精
神
の
啓

発
に
励
ま
な
け
れ
ば
と
思
い

を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
歌
わ
れ
た
彼
女
「
広
澤
孝

美
」
さ
ん
の
、
澄
ん
だ
声
は
、

会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
、
感

動
い
た
し
ま
し
た
。
来
年
の

「
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
で

ぜ
ひ
、
彼
女
に
歌
っ
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
と
念
願
し
て

い
ま
す
。
そ
の
時
私
ど
も
は
、

今
回
受
賞
の
喜
び
を
再
度
感

ず
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

更
な
る
善
行
会
の
発
展
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

銀

　
　
章

　

東
京
都
杉
並
区

　
　
　
　
　

小
向　

一
夫

私
は
、
毎
日
、
通
学
路
で

児
童
の
交
通
誘
導
と
あ
い
さ

つ
の
声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

児
童
が
、い
つ
も
お
じ
ち
ゃ

ん
お
は
よ
う
と
声
を
か
け
て

く
れ
る
と
、
か
わ
い
さ
と
と

も
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。続

け
て
い
る
内
に
、
児
童

か
ら
学
校
で
の
楽
し
か
っ
た

こ
と
な
ど
、
話
し
て
く
れ
る

子
も
い
ま
す
。

子
供
と
話
し
て
い
て
、
私

も
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
し
て
い

る
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
る

の
番
組
の
受
け
売
り
を
、
つ

い
子
供
た
ち
に
話
し
て
、
ボ

ウ
と
生
き
て
ん
じ
ゃ
な
い
と
、

子
供
た
ち
に
し
か
ら
れ
て
、

和
ん
で
い
ま
す
。

　

三
重
県
御
浜
町

　
　
　
　
　

大
家　

正
伸

い
つ
も
お
世
話
に
な
り
ま

し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

今
日
は
、「
愛
知
障
害
者
」

施
設
や
不
登
校
の
子
供
た
ち

の
学
校
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス

ク
ー
ル
」
宛
に
ミ
カ
ン
を
贈

り
ま
す
。
お
互
い
健
康
に
気

を
付
け
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

埼
玉
県
桶
川
市

　
　
　
　
　

黒
須
美
千
子

東
日
本
大
震
災
・
多
く
の

災
害
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。令

和
を
迎
え
、
大
き
な
き

れ
い
な
花
を
咲
か
せ
た
い
と

思
い
ま
す
。
会
の
発
展
と
役

員
様
、
会
員
様
の
ご
多
幸
、

ご
健
康
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

昨
今
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
川

崎
の
事
件
を
見
て
い
る
と
、

い
た
た
ま
れ
な
く
、
悲
し
み

を
感
じ
て
い
ま
す
。

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が

希
薄
に
な
っ
て
い
て
、
ス
マ

ホ
な
ど
で
、
遊
ぶ
こ
と
が
子

供
同
士
の
連
帯
感
を
生
ん

で
い
て
、
仲
間
に
入
ら
な
い

と
い
じ
め
の
対
象
に
な
り
ま

す
。私

の
活
動
仲
間
で
も
、
孫

の
高
い
ス
マ
ホ
代
を
払
っ
て

い
る
人
も
い
て
、
あ
き
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

毎
日
の
声
か
け
も
、
元
気

の
な
い
子
供
に
は
、
な
る
べ

く
声
を
か
け
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

そ
れ
と
、
周
囲
を
見
回
す

こ
と
も
一
層
、
心
が
け
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う

な
悲
し
い
事
件
が
お
こ
ら
な

い
よ
う
に
、
活
動
仲
間
と
協

力
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
声




